
                          

 
 

                         

     
 

 
 

一 

日
本
の
古
墳
分
布
の
北
限
を
な
す
本
県
に
は
、
戦
後

の
開
発
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
も
の
も
含
め
古
墳
が
七

〇
〇
基
余
り
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
全
長
九
六
メ

ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
稲
荷
森
古
墳
や
二
〇
〇
基
余

り
群
集
す
る
米
沢
市
戸
塚
山
古
墳
群
や
川
西
町
下
小

松
古
墳
群
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
村
山
地
方
に
も
、
山
辺

町
大
塚
天
神
古
墳
や
山
形
市
菅
沢
二
号
墳
な
ど
直
径

五
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
型
円
墳
が
あ
り
、
埴
輪
を

伴
う
古
墳
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
古
墳
は
、
日
本
に
お
け
る
国
家
形
成
期
の

畿
内
に
成
立
し
た
大
和
連
合
政
権
や
地
域
社
会
の
形

成
を
示
す
重
要
な
資
料
で
す
。 

 
 
 
 

二 

七
一
二
年
に
出
羽
国
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
国
府
が
置

か
れ
た
庄
内
地
方
で
は
、
鶴
岡
市
菱
津
で
明
治
末
年
に

偶
然
発
見
さ
れ
た
組
合
式
長
持
型
石
棺
を
主
体
と
す

る
菱
津
古
墳
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
他
に
古
墳
の
存

在
は
皆
無
の
状
態
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年

代
に
藤
島
町
の
東
田
川
文
化
記
念
郷
土
研
究
サ
ー
ク

ル
に
よ
っ
て
、
町
の
東
側
の
丘
陵
地
で
四
基
の
古
墳
が

発
見
さ
れ
、
そ
の
後
の
県
教
育
委
員
会
文
化
課
に
よ
る
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第一次調査後

の現地説明会。 

鷺畑山 1号墳の実測図。 鷺畑山 1 号墳の全景。 
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分
布
調
査
に
よ
っ
て
も
古
墳
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

や
が
て
、
そ
の
重
要
性
か
ら
藤
島
町
教
育
委
員
会
に

よ
っ
て
一
号
墳
の
測
量
調
査
が
実
施
さ
れ
、
二
〇
〇

四
・
五
年
に
二
〜
四
号
墳
の
測
量
が
東
北
芸
術
工
科
大

学
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
佐
藤
禎
宏
氏
や

萬
年
利
浩
氏
ら
に
よ
る
研
究
発
表
が
あ
り
、
庄
内
で
現

存
す
る
唯
一
の
古
墳
群
と
さ
れ
、
古
墳
研
究
者
ら
に
あ

ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。 

鷺
畑
山
古
墳
群
は
鶴
岡
市
添
川
字
西
山
に
所
在
し
、

添
川
集
落
の
南
西
部
に
当
り
ま
す
。
月
山
の
泥
流
が
形

成
し
た
台
地
は
、
平
地
部
に
向
か
っ
て
わ
ず
か
に
傾
斜

し
ま
す
が
、
一
号
墳
は
台
地
縁
辺
部
に
あ
り
、
そ
の
一

六
〇
メ
ー
ト
ル
北
側
に
二
・
三
号
墳
が
あ
り
、
四
号
墳

は
そ
こ
よ
り
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
東
側
に
位
置
し
ま
す
。 

二
〇
一
三
年
春
、
庄
内
考
古
学
研
究
会
や
郷
土
研
究

サ
ー
ク
ル
な
ど
三
〇
名
が
集
い
、
鷺
畑
山
古
墳
群
調
査

会
が
発
足
し
、
す
べ
て
民
間
に
よ
る
発
掘
が
始
ま
り
ま

す
。
資
金
や
器
材
な
ど
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、

器
材
な
ど
は
主
と
し
て
致
道
博
物
館
な
ど
か
ら
借
用

し
、
資
金
は
市
の
補
助
金
や
有
志
に
よ
る
寄
附
に
よ
っ

て
よ
う
や
く
発
掘
調
査
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
青
山
崇
事
務
局
長
の

大
変
な
苦
労
や
、
連
日
の
調
査
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
さ
れ
た
方
々
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。 

 
 
 
 

三 

調
査
は
、
二
〇
一
三
年
九
月
十
四
日
か
ら
発
掘
が
始 

                          

ま
り
ま
し
た
。
最
も
縁
辺
部
に
あ
る
一
号
墳
は
、
直
径

二
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
そ
の

東
側
に
若
干
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
前

方
後
円
墳
と
の
疑
い
も
あ
り
ま
し
た
。
西
側
は
墳
丘
が

そ
の
ま
ま
崖
に
な
っ
て
平
地
部
に
の
び
る
の
で
、
こ
こ

か
ら
望
む
古
墳
は
か
な
り
大
き
な
古
墳
と
み
え
ま
す

が
、
県
内
の
例
か
ら
す
れ
ば
中
規
模
の
円
墳
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
墳
丘
に
、
東
西
三
〇
メ
ー
ト
ル
、

南
北
三
六
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
（
試
掘
溝
）
を
設
定

し
、
そ
の
内
部
の
発
掘
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
両
ト
レ

ン
チ
が
交
差
す
る
墳
頂
部
は
、
表
土
下
の
旧
地
表
に
大

小
の
礫
石
が
散
乱
し
、
中
に
は
凝
灰
岩
を
方
形
に
加
工

し
た
石
片
な
ど
も
み
ら
れ
、
葺
石
の
よ
う
に
整
然
と
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
が
散
乱
す
る
墳

丘
の
西
寄
り
の
あ
た
り
に
埋
葬
施
設
が
あ
る
も
の
と

推
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
墳
丘
縁
辺
に
近
い
東
北
部
に

地
表
か
ら
や
や
陥
没
し
た
箇
所
が
あ
り
、
埋
葬
主
体
で

あ
る
木
棺
が
腐
朽
し
て
落
ち
込
ん
だ
可
能
性
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
先
の
主
体
部
と
と

も
に
二
か
所
に
埋
葬
施
設
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
若
干
高
ま
り
を
み
せ
る
東
側
の
墳
麓

に
お
い
て
、
墳
丘
を
囲
む
よ
う
に
巾
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
二
〇
〜
三
〇
セ
ン
チ
の
周
溝
が
地
山
を
掘
り
こ

ん
で
発
見
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
で
前
方
後
円
墳
で
は
な

く
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

九
月
二
十
一
日
に
は
現
地
説
明
会
が
開
か
れ
、
七
〇

  
鷺畑山 1 号墳の全景。 墳頂部の表土下の礫石。 

②  



名
の
参
加
者
が
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
や
古
代
の
ロ

マ
ン
に
思
い
を
い
た
す
人
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
一
〇
日
間
に
わ
た
る
第
一
次
発
掘
調
査

が
終
り
ま
し
た
。 

翌
二
〇
一
四
年
に
は
、
五
月
二
十
九
日
か
ら
約
一
週

間
の
日
程
で
第
二
次
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時

は
、
前
年
に
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
を
基
底
部
よ
り
発
掘

す
る
こ
と
に
よ
り
、
墳
丘
部
の
構
築
方
法
を
解
明
す
る

こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
前
年
に

発
見
さ
れ
た
周
溝
は
、
墳
丘
の
造
成
に
あ
た
っ
て
区
画

を
設
定
す
る
溝
で
あ
り
、
そ
の
内
部
に
盛
土
を
行
っ
て

漸
次
塚
を
構
築
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
溝
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
普
通
の
聖
な
る
地
を
囲
む
周
塚
（
周

湟
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
盛
土
に
あ
た
っ
て
は
、
周
辺 

よ
り
土
砂
を
運
び
漸
次
積
み
上
げ
て
い
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
土
と
粘
土
や
砂
を
交
互
に
積
ん
で
な
ら

し
な
が
ら
塚
を
つ
く
り
、
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
版
築
の

手
法
で
造
ら
れ
た
塚
で
は
な
い
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
土
層
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
土
が
混
ざ
っ
て
い

る
こ
と
や
、
そ
の
中
に
縄
文
土
器
や
弥
生
土
器
片
が
混

入
し
て
い
る
こ
と
、
流
出
を
防
ぐ
為
に
礫
石
を
並
べ
て

部
分
的
に
ふ
み
固
め
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
周
辺
に
は
縄
文
土
器
な
ど
の
散
布
地
が

多
く
、
そ
れ
ら
の
土
砂
を
集
め
て
積
み
上
げ
て
い
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
調
査
が
終
っ
て
か
ら
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
の 

                          

北
野
博
司
氏
ら
に
よ
っ
て
、
こ
の
一
号
墳
の
北
に
位
置

す
る
二
号
墳
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

東
西
一
五
・
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
六
・
三
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
三
・
三
メ
ー
ト
ル
の
方
墳
で
す
が
、
ト
レ
ン
チ
下

方
よ
り
、
二
重
口
縁
壷
の
塩
釜
式
の
土
師
器
小
破
片
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
築
造
年
代
が
四
世

紀
代
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
の
調
査
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
鷺
畑
山
一
号
墳
の
調
査
報
告

書
は
、
一
次
・
二
次
と
も
東
田
川
文
化
記
念
館
で
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 
 
 

四 

県
内
に
最
初
に
古
墳
が
出
現
す
る
の
は
、
四
世
紀
代

の
前
方
後
方
墳
や
方
墳
で
あ
り
、
方
墳
が
五
世
紀
後
半

に
築
か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
、
鷺
畑

山
古
墳
群
の
二
〜
四
号
墳
は
方
墳
で
あ
り
、
最
後
に
営

ま
れ
た
一
号
墳
は
も
っ
と
も
規
模
が
大
き
い
円
墳
で
、

お
そ
ら
く
五
世
紀
前
半
ま
で
遡
る
も
の
と
み
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
赤
川

の
東
を
支
配
下
に
置
く
代
々
の
首
長
墓
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
海
側
北
限
の
古
墳
で
あ
る
鷺
畑
山
古
墳
群
は
、

大
和
連
合
政
権
と
の
関
連
や
庄
内
地
域
の
開
発
の
状

況
を
把
握
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
古
墳
で
す
。
今

年
六
月
二
日
か
ら
行
わ
れ
る
第
三
次
調
査
に
よ
り
、
明

確
に
年
代
設
定
が
行
わ
れ
、
そ
の
様
態
が
一
層
明
ら
か

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 表土を除去した後の 
トレンチ内。 

調査の様子。 

墳丘中より出土した縄文土器片。 

 

特
別
寄
稿
を
頂
い
た
後
に
、
今
年
六
月
二
日
か
ら

八
日
ま
で
、
鷺
畑
山
古
墳
群
一
号
墳
の
第
三
次
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
、
土
留
め
石

と
み
ら
れ
る
多
数
の
安
山
岩
や
縄
文
・
弥
生
時
代
の

土
器
・
土
師
器
の
破
片
等
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 
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第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
七
〇
年

目
と
な
る
今
年
、
戦
争
の
記
憶
と
記
録

を
風
化
さ
せ
な
い
取
組
み
が
世
界
中
で

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
生
活
が

軍
の
統
制
下
に
置
か
れ
た
戦
時
下
の
新

聞
報
道
も
、
一
つ
の
戦
争
の
姿
で
す
。 

新
聞
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年

か
ら
一
県
一
紙
と
な
り
、
山
形
県
で
は
、

『
山
形
新
聞
』
が
唯
一
の
新
聞
と
な
り

ま
す
。
七
〇
年
前
の
新
聞
は
、
表
裏
二

ペ
ー
ジ
建
て
で
す
。
昭
和
十
九
年
十
一

月
三
十
日
付
『
山
形
新
聞
』
の
一
面
は
、

特
攻
攻
撃
の
成
果
が
大
き
く
紙
面
を
占

め
て
い
ま
す
。「
戦
艦
一
大
巡
三
屠
（
ほ

ふ

）
る 

大
型
輸
船
等
六
隻
撃
沈
破 

細
谷
少
尉
本
県
出
身
も
参
加
」「
八
紘
隊

出
撃 

レ
イ
テ
湾
十
機
十
艦
に
命
中
」

「
壮
絶
、
敵
艦
船
へ
驀
（
ま
っ
し
ぐ

）
ら 

特
攻
隊
引
続
き
戦
果
拡
大
中
」
の
見
出

し
が
並
び
、
前
日
の
「
大
本
営
発
表
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
、
我
特
別
攻
撃
隊
八
紘
飛
行
隊
は
十 

 
 
 
 
 
 
 

機
を
以
て
十
一
月
二
十
七
日
レ
イ

テ
湾
内
の
敵
艦
船
に
対
し
果
敢
な

る
攻
撃
を
敢
行
し
次
の
如
く
敵
艦

船
十
隻
を
撃
沈
破
せ
り 

轟
撃
沈 

戦
艦
一
隻
、
大
型
巡
洋

艦
三
隻
、
大
型
輸
送
船
四
隻 

 
 

 

大
破
炎
上 

戦
艦
又
は
大
型
巡

洋
艦
一
隻
、
大
型
輸
送
船
一
隻 

 
 

 

我
掩
護
戦
闘
機
三
機
未
だ
帰
還

せ
ず 

二
、
右
攻
撃
に
参
加
せ
る
八
紘
飛
行
隊 

員
次
の
如
し 

 
 
 

隊
長
陸
軍
中
尉
田
中
秀
志
、
陸
軍

少
尉
細
谷
幸
吉
、
同
藤
井
信
、
同

森
本
秀
郎
、
同
善
家
善
四
郎
、
同

武
内
健
一
、
同
寺
田
行
二
、
同
白

石
國
光
、
同
道
場
七
郎
、
同
馬
場

駿
吉 

 

「
神
風
特
別
攻
撃
隊
」
は
、
戦
争
末

期
に
、
戦
局
打
開
の
た
め
に
日
本
海
軍

が
編
成
し
た
航
空
機
に
よ
る
特
別
攻
撃

隊
で
す
。
敵
の
防
空
陣
を
突
破
し
て
空

母
等
に
体
当
り
攻
撃
を
し
て
打
撃
を
与

え
る
の
が
目
的
で
、
昭
和
十
九
年
十
月

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
編
成
さ
れ
、
レ
イ
テ

湾
海
戦
に
投
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
以

後
、
こ
の
戦
法
は
他
部
隊
や
陸
軍
に
も

広
が
り
、
国
民
に
「
特
攻
隊
」
の
名
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

記
事
に
あ
る
陸
軍
の
特
攻
攻
撃
は
、 

昭和 19 年 11 月 30 日付『山形新聞』二面。山形県立図書館所蔵。特攻攻撃戦死者細谷幸吉少尉に関する記事。 

七
〇
年
前
の
新
聞
報
道
―
特
攻
隊
員
の
死
と
戦
意
発
揚
― 

④ 

 



山
形
市
出
身
の
細
谷
幸
吉
少
尉
が
一
〇

名
の
八
紘
飛
行
隊
員
に
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
『
山
形
新
聞
』
が
こ
れ
を

大
々
的
に
取
り
上
げ
た
も
の
で
す
。
山

形
県
出
身
者
初
の
特
攻
隊
員
の
死
は
、

県
民
に
大
き
な
衝
撃
と
感
動
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
同
新
聞
の
二
面
に
は
、「
生

還
な
き
神
鷲 

悠
久
の
空
へ
」「
山
形
出

身
の
細
谷
幸
吉
少
尉 

征
途
に
つ
く
言

葉 

た
だ
母
の
身
気
づ
か
っ
て
」「
生
還

期
せ
ず 

兄
へ
の
遺
言
」「
不
言
実
行
型 

同
級
生
談
」「
母
校
の
第
一
国
民
学
校
」

「
山
商
に
凱
歌 

バ
タ
ア
ン
の
原
田
戦

車
兵
と
同
級 

原
田
君
と
は
性
格
が
反

対
」
な
ど
の
見
出
し
で
、
細
谷
少
尉
を

讃
え
紹
介
す
る
記
事
が
続
き
ま
す
。
ま

た
、
出
撃
に
あ
た
り
別
れ
の
敬
礼
を
交

わ
す
陸
軍
特
攻
隊
の
勇
士
、
山
商
野
球

部
時
代
の
細
谷
少
尉
、
在
り
し
日
を
偲

ぶ
母
と
弟
、
愛
機
に
隊
号
を
書
き
留
め

る
八
紘
隊
員
な
ど
の
写
真
が
並
び
ま
す
。

さ
ら
に
、「
我
ら
恥
ぢ
る
点
な
き
や 

渡

部
県
経
済
第
二
部
長
談
」「
特
攻
隊
に
続

か
ん 

予
科
練
へ
血
書
の
嘆
願
」「
倍
増

の
県
下
工
場 

我
ら
の
細
谷
少
尉
に
続

け 

米
沢
精
機
女
子
工
員
ら
頬
を
紅
潮 

山
形
航
空
細
谷
さ
ん
は
僕
の
先
輩
だ 

鶴
岡
航
空
忠
霊
に
恥
ぢ
る
点
な
き
や 

帝
マ
グ
我
ら
の
力
ま
だ
足
り
ぬ 

鉄

興
社
眼
が
し
ら
に
輝
く
涙
」「
塩
野
氏
よ

り
十
万
円
献
金 

艦
上
爆
撃
機
」「
十
の

命
け
ふ
も
帰
ら
ず 

陸
海
一
体
の
美
は

し
い
光
景
」
の
見
出
し
で
、
細
谷
少
尉

に
触
発
さ
れ
た
人
の
思
い
や
戦
意
発
揚

の
呼
び
か
け
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

特
攻
攻
撃
作
戦
は
、
そ
の
後
、
沖
縄

戦
で
大
規
模
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
昭
和

二
十
年
四
月
六
日
か
ら
六
月
二
十
二
日

ま
で
の
菊
水
作
戦
と
呼
ば
れ
る
海
軍
の

特
攻
攻
撃
と
、
陸
軍
の
特
攻
攻
撃
で
、

約
三
〇
〇
〇
人
が
戦
死
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
沖
縄
は
日
本
最
大
の
地
上

戦
の
あ
っ
た
地
で
、
日
本
軍
は
多
く
の

航
空
兵
力
を
こ
の
地
に
注
ぎ
ま
し
た
が
、

特
攻
攻
撃
が
敵
艦
船
に
対
し
致
命
的
な

打
撃
を
与
え
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
四
月
七
日
に
特
攻
隊
員
と
し
て
沖

縄
で
戦
死
し
た
西
川
町
出
身
の
工
藤
双

二
少
尉
の
場
合
は
、
軍
「
布
告
」
に
よ

れ
ば
、
最
後
の
一
〇
分
間
に
「
攻
撃
目

標
見
ユ
」
「
敵
空
母
見
ユ
」
「
我
艦
船
ニ

突
入
中
」
と
打
電
が
続
き
、
打
電
が
途

絶
え
た
後
は
戦
果
不
明
の
ま
ま
「
未
帰

還
」
と
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
（
山
形
放

送
編
『
山
形
・
戦
没
兵
士
の
手
紙
』
）
。 

六
月
に
入
る
と
、
多
く
の
民
間
人
を

戦
闘
に
巻
き
込
ん
だ
沖
縄
戦
の
敗
色
が

濃
厚
と
な
り
、
十
五
日
に
は
、
陸
相
や

首
相
の
「
本
土
決
戦
」
の
覚
悟
が
新
聞

に
載
り
ま
す
が
、
沖
縄
の
特
攻
攻
撃
は

続
き
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
六
月
二
十
日

付
新
聞
に
、
特
攻
隊
で
あ
る
振
武
隊
国

華
隊
長
渋
谷
中
尉
（
山
形
県
出
身
）
以

下
の
隊
員
た
ち
が
出
撃
直
前
に
綴
っ
た

少
国
民
へ
の
手
紙
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

「
山
形
出
身
渋
谷
中
尉
か
ら
学
童
へ 

日
本
の
子
ら
へ 

特
攻
隊
員
が
散
れ
る

の
は
君
達
が
続
く
を
信
じ
る
か
ら
だ
」

の
見
出
し
は
、
そ
の
文
言
か
ら
も
、
子

ど
も
た
ち
の
戦
意
発
揚
を
う
な
が
す
ね

ら
い
が
明
ら
か
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

記
事
に
続
け
て
、「
細
谷
大
尉
偲
ぶ 

特

攻
隊
感
謝
の
日
」
の
見
出
し
で
、
次
の

予
告
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

八
紘
隊
勇
士
と
し
て
レ
イ
テ
湾
上
に

散
華
し
た
本
市
出
身
の
神
鷲
故
細
谷

幸
吉
陸
軍
大
尉
を
偲
ぶ
「
特
別
攻
撃
隊

感
謝
の
日
」
は
県
、
市
青
少
年
団
主
催

の
下
に
二
十
日
午
後
一
時
よ
り
山
形

市
第
一
国
民
学
校
講
堂
で
開
催
さ
れ

る
、
当
日
は
遺
族
を
始
め
市
内
の
各
単

位
団
高
等
科
千
二
百
名
が
参
列
し
、
細

谷
大
尉
の
書
簡
の
紹
介
、
自
作
和
歌
の

朗
誦
、
並
に
神
鷲
顕
彰
に
関
す
る
綴
方

発
表
、
講
演
其
他
の
諸
行
事
「
特
別
攻

撃
隊
ノ
後
ニ
続
カ
ン
」
の
力
強
い
決
意

表
明
が
な
さ
れ
る 

 

本
県
初
の
特
攻
隊
戦
死
者
で
あ
る
細

谷
少
尉
は
二
階
級
特
進
し
て
「
大
尉
」

と
な
り
、
細
谷
大
尉
を
偲
ん
で
「
特
別

攻
撃
隊
感
謝
の
日
」
が
つ
く
ら
れ
、
子

ど
も
た
ち
を
鼓
舞
す
る
行
事
が
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
特
攻
攻
撃
は
人
の
命
の
代

償
と
し
て
戦
果
を
求
め
る
も
の
で
す
。

特
攻
と
い
う
「
禁
じ
手
」
の
究
極
戦
法

に
追
い
込
ま
れ
た
日
本
軍
は
、
そ
の
死

を
美
化
し
、
無
謀
な
戦
争
遂
行
の
た
め

の
戦
意
発
揚
の
手
段
に
利
用
し
ま
し
た
。 

七
〇
年
前
の
新
聞
報
道
は
、
軍
の
意

向
を
忠
実
に
伝
え
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、

国
民
は
そ
の
報
道
下
で
考
え
生
き
る
こ

と
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
新
聞

か
ら
何
を
読
み
取
る
か
は
、
後
世
の
私

た
ち
の
課
題
で
す
。 

（
山
内 

励
） 

 ⑤ 



     

「
東
講
」(

あ
ず
ま
こ
う)

と
は
、
江
戸
時

代
後
期
の
東
日
本
を
中
心
と
し
た
旅

宿
・
問
屋
・
商
店
等
の
組
合
で
あ
り
、

『
東
講
商
人
鑑
』(

あ
ず
ま
こ
う
あ
き
ん
ど
か
が

み)

は
、
そ
の
加
入
者
リ
ス
ト
で
あ
り
、

講
員
が
旅
で
利
用
す
る
道
中
記
で
す
。 

『
東
講
商
人
鑑
』
の
「
序
」
に
は
「
安

政
二
乙
卯
季
秋 

甲
良
山
誌
」
と
記
さ

れ
、
甲
良
山(

甲
教
舎
良
山)

と
い
う
人

物
が
編
者
と
さ
れ
ま
す
。
続
く
「
東
講

例
言
」
に
は
「
発
起
人 

江
戸
湯
島
天

神
表
門
通
り 

大
城
屋
良
助
」
の
名
前

で
、
講
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

         

す
な
わ
ち
、
東
講
の
宿
に
は
目
印
札
を

掛
け
、
旅
人
に
は
番
付
の
鑑
札
を
渡
し
、

鑑
札
を
見
せ
て
帳
面
と
引
き
合
わ
せ
れ

ば
、
一
人
旅
で
も
心
安
く
止
宿
で
き
、

大
切
な
品
を
預
け
て
も
間
違
い
な
く
、

同
宿
し
て
も
心
配
が
な
い
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
甲
良
山
と
大
城
屋
良
助
は
同

一
人
物
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
講
員
で
あ
っ
た
山
形
市
の
佐

藤
利
兵
衛
家
に
は
、『
東
講
商
人
鑑
』
の 

                

ほ
か
、「
諸
国
休
泊 

江
戸
○大
東
講
定
宿

帳 

目
印
看
板
」
の
帳
簿
と
、
裏
面
に

「
羽
州
山
形 

佐
藤
利
兵
衛 

金
二
両

二
分
皆
納
」
と
彫
ら
れ
た
鑑
札
が
残
っ

て
い
ま
す
。 

歴
史
資
料
と
し
て
の
『
東
講
商
人
鑑
』

は
、
こ
れ
ま
で
、
記
載
さ
れ
た
旅
宿･

問
屋･

商
店
等
か
ら
城
下
町
・
在
郷
町
の

発
達
や
商
人
の
動
向
を
考
察
す
る
の
に

活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
陸
奥･ 

                

出
羽
・
越
後
・
下
野
・
上
野
や
五
街
道

の
周
辺
地
域
な
ど
東
日
本
の
大
半
と
近

畿
・
四
国
ま
で
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
時
代
を
映
す
動
き
と
し
て
注
目

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
東
講
」

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ど
の
よ
う
に
し
て

成
立
し
た
の
か
、
講
員
の
加
入
や
『
東

講
商
人
鑑
』
に
掲
載
さ
れ
た
地
域
・
名

所
の
選
出
経
緯
な
ど
、「
東
講
」
や
『
東

講
商
人
鑑
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、 

                

江
戸
後
期
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

―
「
東
講
」
成
立
と 

 
 

『
東
講
商
人
鑑
』
出
版
― 

 
 
 
 

口 

上 

前
文
御
用
捨
下
さ
る
べ
く
候
、
然
る
は
、
先
年
私
方
へ
止
宿
仕
り
候
江
戸
書
林
大
城
屋
良
助
殿
、
こ
の
た
び
商
人

か
が
み
御
出
板
成
ら
れ
候
て
、
御
持
参
成
ら
れ
候
処
、
尤
も
、
先
年
名
々
様
方
御
承
知
の
上
、
御
願
い
に
て
御
名

前
御
印
形
成
し
下
さ
れ
候
て
、
手
付
け
等
一
分
の
定
め
に
て
、
内
二
匁
づ
つ
御
出
し
下
し
置
か
れ
、
こ
の
た
び
本

御
受
取
り
成
ら
れ
候
、
尤
も
、
残
り
銀
十
三
匁
づ
つ
御
渡
し
成
し
下
さ
る
べ
く
候
、
委
細
の
義
は
御
当
人
よ
り
御

聞
き
取
り
成
し
下
さ
る
べ
く
候 

一 

商
人
か
が
み 

上
下
二
冊
の
品
一
冊
に
い
た
し
候
間
、
右
の
通
り
御
承
知
下
さ
る
べ
く
候
、
外
に
、
道
中
記
二
冊 

こ
の
代
二
朱
、

印
鑑
一
枚 

こ
の
代
二
朱
と
二
百
文 

右
の
品
の
儀
は
、
御
用
向
き
に
て
道
中
筋
へ
出
さ
れ
候
み
ぎ
り
、
は
た
こ
や
へ
便
り
に
相
成
り
候
間
、
御
入
用
に

御
座
候
は
ば
、
金
一
分
と
二
百
文
に
て
御
渡
し
成
ら
る
べ
く
候
、
御
承
知
の
上
御
も
と
め
成
ら
る
べ
く
候 

以
上 

 
 
 
 

わ
か
ま
つ
や 

長
右
衛
門 

 

九
月
十
六
日 

 
 

源
七
様 

喜
兵
衛
様 

善
七
様 

八
右
衛
門
様 

長
助
様 

弥
平
治
様 

三
右
衛
門
様 

孫
左
衛
門
様 

代

吉
様 

仁
右
衛
門
様 

善
六
様 

藤
左
衛
門
様 

弥
兵
衛
様 

伊
右
衛
門
様 

〆 

右
、
御
名
の
通
り
順
番
に
御
廻
し
成
し
下
さ
る
べ
く
候 

以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
書
き
下
し
文
〕 

 
「口上」。『蔵王温泉史の

研究（三）』所収。 

『東講商人鑑』の「最上

高湯温泉之図」。長井市

｢文教の杜ながい」所蔵。 
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わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
近
年
で
は
、
各
地
に
残
る
『
東
講

商
人
鑑
』
の
比
較
・
研
究
か
ら
、
二
〇

数
回
に
及
ぶ
改
刻
が
な
さ
れ
た
こ
と
や

刊
行
ま
で
一
〇
数
年
の
年
月
を
要
し
た

こ
と
な
ど
が
分
か
っ
て
い
ま
す
（
新
潟

市
亀
井
功
氏
の
研
究
等
）
。 

県
内
で
「
東
講
」
の
動
き
を
示
す
史

料
に
は
、
村
山
郡
の
「
最
上
高
湯
温
泉
」

（
現
、
山
形
市
蔵
王
温
泉
）
の
事
例
が

あ
り
ま
す
（
斎
藤
久
雄
著
『
蔵
王
温
泉

史
の
研
究
（
三
）
―
名
主
長
右
衛
門
―
』
）。

最
上
高
湯
温
泉
で
は
、
宿
屋
一
七
軒
の

う
ち
一
四
軒
と
商
店
一
軒
の
計
一
五
軒 

            

が
東
講
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
口
上
の

形
式
で
書
か
れ
た
前
ペ
ー
ジ
の
史
料
は
、

先
年
止
宿
し
た
江
戸
の
書
店
大
城
屋
良

助
が
商
人
鑑
を
出
版
し
て
持
参
し
た
の

で
、
本
を
受
取
り
残
金
を
渡
す
よ
う
に

伝
え
た
「
わ
か
ま
つ
や
長
右
衛
門
」
か

ら
他
の
一
四
軒
宛
て
の
書
簡
で
す
。
天

保
期
前
半
に
名
主
を
勤
め
た
長
右
衛
門

が
、
東
講
の
ま
と
め
役
を
し
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。 

一
方
、
『
東
講
商
人
鑑
』
の
最
上
高 

湯
温
泉
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
湯
効
能
書
き

入
り
の
絵
図
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
図
版
と
は
別
の
最
上
高
湯
温
泉
絵 

            

図
が
二
点
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
一
つ

は
、
天
保
十
五(

一
八
四
四)

年
の
「
高

湯
若
松
屋
長
右
衛
門
板
」
の
「
羽
州
村

山
郡
最
上
高
湯
温
泉
之
図
」
で
、
も
う

一
つ
は
、
弘
化
二(

一
八
四
五)

年
の
「
高

湯
村
緑
屋
源
七
板 

同
宿
屋
中
」
の
「
羽

州
村
山
郡
最
上
高
湯
村
温
泉
之
図
」
で

す
。
い
ず
れ
も
「
東
都
甲
教
舎
良
山
画
」

と
あ
り
、『
東
講
商
人
鑑
』
作
成
の
過
程

で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

甲
教
舎
良
山
の
絵
図
は
、
天
保
十
五

年
に
山
形
十
日
町
の
書
店
北
條
仲
兵
衛

の
も
と
で
「
大
増
補
道
中
独
案
内
図
」

が
出
版
さ
れ
、
明
治
期
に
も
改
訂
版
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
東
講
」
結
成
に
あ
た
り
、
講
元
の

大
城
屋
良
助
は
、
各
地
の
城
下
町
・
在

郷
町
や
名
所
を
回
り
、
地
域
の
ま
と
め

役
を
通
し
て
講
へ
の
加
入
者
拡
大
を
は

か
り
、
手
付
金
を
預
か
り
、『
東
講
商
人

鑑
』
出
版
後
に
購
入
を
う
な
が
し
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
過
程
で
交
流
し
た

人
の
要
請
に
応
え
て
、
甲
教
舎
良
山
の

絵
図
を
刊
行
し
な
が
ら
、
『
東
講
商
人

鑑
』
出
版
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

東
日
本
を
舞
台
と
す
る
「
東
講
」・『
東

講
商
人
鑑
』
を
見
る
と
、
そ
の
内
容
・

交
流
と
も
に
山
形
県
と
の
つ
な
が
り
に

大
き
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。「
東
講
」
成

立
と
『
東
講
商
人
鑑
』
出
版
に
関
わ
る

さ
ら
な
る
情
報
発
掘
が
待
た
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。 

 
 
 

 
 

（
山
内 

励
） 

       

 

 

『
山
形
県 

県
史
だ
よ
り
』
第
四
号
追
記 

〈
統
計
資
料
〉
「
明
治
期
の
地
域
医
療
従
事

者
」
表
３
（
⑥
ペ
ー
ジ
）
の
西
田
川
郡
「
神

浦
村
」
は
、
原
典
の
ま
ま
表
記
し
ま
し
た
が
、

「
袖
浦
村
」
の
こ
と
で
す
。 

若松屋長右衛門板「羽州村山郡最上高湯温

泉之図」。『蔵王温泉史の研究（三）』所収。 

緑屋源七板「羽州村山郡最上高湯村温泉之

図」。蔵王温泉「緑屋」所蔵。 

⑦ 



    

前
号
で
紹
介
し
た｢

山
形
六
日
町
教

会
関
係
資
料｣(

複
写)
に
続
き
、
昨
年
六

月
に
、
千
葉
県
在
住
の
鈴
木
千
代
志
氏

よ
り｢

山
形
県
立
自
治
講
習
所
関
係
資

料｣(

複
写)

一
箱
分
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。｢

山
形
県
立
自
治
講
習
所
関
係

資
料｣

は
、
大
正
四(

一
九
一
五)

年
に
大

正
天
皇
即
位
大
典
記
念
事
業
と
し
て
創

立
さ
れ
た
山
形
県
立
自
治
講
習
所
の
講

習
生
名
簿
、
各
期
講
習
生
日
誌
、
農
場
・

整
理
・
家
畜
・
自
治
寮
・
炊
事
等
各
種

日
誌
、
印
鑑
簿
、
履
歴
書
綴
、
上
山
農

学
校
資
料
等
の
三
三
冊
か
ら
成
り
ま
す
。

原
資
料
は
、
自
治
講
習
所
の
後
身
に
つ

な
が
る
山
形
県
立
上
山
明
新
館
高
等
学

校
が
受
け
継
ぎ
保
管
し
て
い
ま
す
。 

山
形
県
立
自
治
講
習
所
は
、
当
初
、

市
町
村
自
治
に
従
事
す
る
吏
員
や
地
方

の
た
め
尽
力
す
る
有
志
の
養
成
を
目
的

と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
講
習

所
計
画
の
背
景
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
国

民
高
等
学
校
教
育
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
所
長
に
は
、
愛
知
県
立
安

城
農
林
学
校
教
諭
加
藤
完
治
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
加
藤
は
、
古
神
道(

か
ん
な
が
ら

の
み
ち)

を
唱
え
る
筧
克
彦
に
師
事
し
、
愛

国
主
義
を
奉
じ
、
実
践
躬
行(

き
ゅ
う
こ
う)

に
よ
る
農
村
青
年
教
育
を
主
張
し
た
教

育
者
と
さ
れ
ま
す
。
加
藤
は
大
正
十
四

年
十
二
月
ま
で
任
に
あ
り
、
同
僚
の
西

垣
喜
代
次
に
任
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

自
治
講
習
所
の
定
員
は
四
〇
名
、
市
町

村
吏
員
・
青
年
団
指
導
者
等
二
十
五
歳

以
上
を
対
象
と
し
、
修
業
年
限
一
ヵ
年
、

一
月
か
ら
四
月
ま
で
自
治
寮
生
活
・
学

科
授
業
、
十
月
ま
で
農
場
実
習
・
精
神

鍛
錬
、
そ
の
後
に
見
学
旅
行
と
さ
れ
ま

し
た
が
、
年
齢
は
四
年
目
よ
り
十
六
歳

以
上
と
な
り
ま
し
た
。
師
弟
の
共
同
生

活
、
開
拓
労
働
に
よ
る
心
身
鍛
錬
と
い

う
教
育
は
大
き
な
反
響
が
あ
り
注
目
を

浴
び
ま
し
た
が
、
早
朝
の｢

禊(

み
そ
ぎ) ｣

や｢

大
和
体
操(

や
ま
と
ば
た
ら
き) ｣

な
ど
特

異
な
行
事
も
あ
り
ま
し
た
。
施
設
は
、

山
形
市
薬
師
町
に
教
室
・
宿
舎
・
事
務

室
・
道
場
を
つ
く
り
、
地
蔵
町
に
実
習

農
場
を
借
り
、
大
正
九
年
に
は
大
高
根

村(

現
、
村
山
市)

の
葉
山
中
腹
に
農
場

を
設
置
し
ま
し
た
。
加
藤
は
、
大
正
十

年
に
入
寮
生
の
言
葉
か
ら
農
村
子
弟
と

耕
地
問
題
に
目
を
向
け
、
同
十
一
年
か

ら
十
三
年
の
渡
欧
で
拓
殖
教
育
と
移
植

民
に
傾
き
、
朝
鮮
・
満
州
な
ど
へ
の
移

民
政
策
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。 
 

資
料
の
内
、
講
習
生
ら
が
書
き
綴
っ

た
日
誌
に
は
、
日
々
の
行
事
・
行
動
や

感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

大
正
末
期
の
日
誌
に
は
、
所
長
で
あ
る

加
藤
の
教
え
や
一
挙
一
動
が
頻
繁
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
講
習
生
ら
が
加
藤
に
心

酔
し
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

昭
和
八
年
、
自
治
講
習
所
は
廃
止
さ

れ
、
上
山
町
の
山
形
県
国
民
高
等
学
校

に
引
き
継
が
れ
ま
す
。｢

山
形
県
立
自
治

講
習
所
関
係
資
料｣

は
、
農
村
や
市
町
村

行
政
の
中
核
と
な
る
人
材
輩
出
を
め
ざ

し
た
山
形
県
自
治
講
習
所
で
、
次
代
を

担
う
青
年
ら
が
何
を
学
び
考
え
た
の
か

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
資
料
は
、
前
東
北
公
益
文
科
大
学
教

授
三
原
容
子
氏
の
庄
内
地
域
史
研
究
所

の
サ
イ
ト｢
山
形
県
と
満
州
移
民
：
山
形

県
自
治
講
習
所
関
係
等｣

で
翻
刻
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（
山
内 

励
） 

                          

山
形
県 

県
史
だ
よ
り 

第
五
号 

 
 

平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
発
行 

 

編
集
・
発
行 

 
 

山
形
県
総
務
部
学
事
文
書
課
分
室 

 
 

 

県
史
資
料
室 

 

〒
九
九
一
―
八
五
〇
一 

 
 

寒
河
江
市
大
字
西
根
字
石
川
西
三
五
五 

 
 

 

村
山
総
合
支
庁
西
庁
舎 

 
 

電
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〇
二
三
七
―
八
三
―
一
二
一
五 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
三
七
―
八
三
―
一
二
一
六 

   

『大正十三年度 日誌 第九期生』2 月 2 日伊藤良輔「所感」の熱い思い。 

〈
寄
贈
資
料
紹
介
〉 

「
山
形
県
立
自
治
講
習
所 

 
 

 
 

 
 

関
係
資
料
」 

⑧ 


